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　　つの
重点施策
5 　地域における災害対策の強化を図るとともに、市民の皆さんが安

全・安心に暮らすことができる地域づくりを進めます。
・消防無線のデジタル化や防災情報網の整備
・避難所の食料や備蓄品などの整備・更新
・緊急輸送道路沿道建築物耐震化事業の継続
・地域や警察と連携し、パトロール体制の強化など、駅周辺の安全・
　安心事業の推進
・通学路への防犯カメラの設置による子どもの安全・安心の確保

　市は、市長公約や第４次

長期総合計画等を勘案して

策定した平成28年度経営方

針をもとに、次の５つの重

点施策を展開していきます。

防災・防犯への取組1

協働で行う駅前パトロール

総合防災訓練の様子

　シニア世代が住み慣れた地域で社会参加できる仕組みづくりを進
めるとともに、運動習慣の定着を図り、健康寿命の延伸に向けた取り
組みを進めます。
・特別養護老人ホーム等の入所待機者数減少に向けた施設整備事業
の展開
・介護予防や健康寿命の延伸を目的とした、健康体操教室や介護予
防活動の普及啓発
・介護予防・生活支援サービ
ス事業、介護予防ケアマネ
ジメント事業の展開

　誰もが安心して子育てができるまちづくりを進めるとともに、保育
園の待機児童解消に取り組みます。また、ＩＣＴ教育の導入などによ
り、学校教育の整備を図ります。
・保育園の待機児童の受入枠拡大
・保育士等のキャリアアップ支援
・市立保育園の民営化推進
・小学校へのタブレット端末の導入など、
ＩＣＴ教育の推進
・中学校３校の特別教室に空調機を設置

豊かな長寿社会の構築子育て・教育支援の推進 32

いつまでも住み慣れた地域で自分らしく

安心して子育てできる
まちづくりを目指して

子どもたちの笑顔のために

　新清掃工場の建設に向けた取り組みを進めます。また、ごみ減量
の推進とともに、現清掃工場、リサイクルセンターの安全で安定し
た施設運営を行います。
・「新立川市清掃工場（仮称）の基本的な考え方」に基づいた施設整備
基本計画の策定
・新清掃工場建設に向けた各種環境
調査等の実施
・ごみ減量を進めるため２Ｒの推進
・再資源化施設実証導入の継続

　ファーレ立川アートの魅力発信や東京オリンピック・パラリンピック
に向けた活動などを含め、シティプロモーションを市民の皆さんとと
もに進め、交流人口の増加につなげます。
・官民協働による立川の魅力発信に取り組むなど、シティプロモーシ
ョンの展開
・公衆無線LANの整備による、市民や来街者の利便性向上
・ファーレ立川アートの積極的な発信
・立川駅北口西地区再開発ビル内に観光案内コーナーを設置
・2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けた気運醸成のため
の事業の展開

新清掃工場の建設魅力と活力にあふれたまちづくり 54

リオ・デ・ジャネイロオリンピックに
出場する市内在住の朝長さん

立川駅北口ペデストリアンデッキ

体操を通じて運動の習慣化を

くるりんが描かれたごみ収集車 現在の清掃工場

扶助費
238億
3,443万円
32.5％

物件費
112億9,804万円
15.4％
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